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7月15日に、第71回伊勢神宮奉納全国花火大会が開催されました。 

全国から集まった花火師たちが、打ち上げ花火やスターマインなど    

約９,０００発を夜空に打ち上げ、４年ぶりの夏の風物詩を約２１万の観客が  

満喫しました。 

花火大会に合わせて、青少年相談センターも街頭指導活動を実施しました。 

小中高生の友達同士の姿が多く見られましたが、大きなトラブルも見受けられず  

無事に終了したことに安堵しました。暑い中、会場随所でボランティア活動に 

参加していただいた方、お疲れ様でした。 
 

 

ＳＮＳやインターネット掲示板などで、短時間で高収入が得られるなど甘い

言葉で募集します。応募してしまうと、詐欺の受け子や出し子、強盗の実行犯

など、犯罪組織の手先として利用され犯罪者となってしまいます。 

青少年の現状として、令和４年に、特殊詐欺で検挙された２,４５８人のうち

約19％にあたる473人が20歳未満です。 

 一度加担してしまうと… 

やめたいと思っても応募したときに登録した自分自身、家族等の個人情報を  

もとに「家に行く」「家族に危害を加える」と犯罪組織から脅されて逮捕される

までやめられません。 

逮捕されたあとに待ち受けるのは、懲役等の刑事罰や被害者への損害賠償です。 

もちろん、犯罪グループは助けてくれません。闇バイトは使い捨てです。 

「闇バイト」に申し込んでしまったら、 

警察ダイヤル＃9110またはお近くの警察署に相談してください。 

少年相談窓口を開設しています。 

「子どもの自殺」が増える夏休み明け 

１８歳以下の自殺は、長期休業明けの時期に増加する傾向があることから、

児童生徒の自殺予防に関する取組の強化を促す通知が発出されています。 

令和４年の児童生徒の自殺者数は、514人と過去最多となり、大変憂慮  

すべき状況にあります。 

令和5年１月〜5月までの暫定値で164人という状況にあります。（文部科学省） 

子どもの悩みや変化に気づいたら 

保護者が把握した児童生徒の悩みや変化については、学校の相談窓口や、 

「２４時間子供ＳＯＳダイヤル」（0120-0-78310
なやみ言おう

）をご利用ください。 

学校内外における集中的な見守り活動をお願いします 

長期休業明けの前後において、保護者、地域住民の参画や、関係機関等と 

連携し、学校内外における児童生徒への見守り活動を強化することが、重要 

です。 

特に児童生徒によるインターネット上の自殺をほのめかす等の書き込みを 

発見した場合は速やかに警察に連絡・相談してください。 

 

         年 

対象者    
令和３年 令和４年 増減数 

小学生  １１人  １７人  ６ 

中学生 １４８人 １４３人 ▲５ 

高校生 ３１４人 ３５４人 ４０ 

合  計 ４７３人 ５１４人 ４１ 

伊勢市青少年相談センターだより 
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【参考資料】小中高生の全国の自殺者数 

 


